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宿泊業の倒産　月次推移 （負債総額単位：百万円）

件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額 件数 負債総額

１月 9 51,329 10 3,015 9 4,100 4 1,264

２月 8 2,072 5 2,128 8 829 3 2,472

３月 5 230 6 1,429 13 9,916 8 4,815

４月 2 3,568 25 17,985 3 1,916 11 2,513

５月 4 940 10 8,215 7 102,229 8 2,044

６月 2 270 16 10,152 3 737 7 1,787

７月 9 1,668 7 1,112 6 609 10 1,647

８月 4 651 4 2,900 14 7,520 8 4,150

９月 7 797 9 3,001 7 2,354 2 398

10月 8 3,101 13 5,887 8 8,543 4 420

11月 12 18,366 8 1,593 4 609 #N/A

12月 5 43,135 5 595 4 238 #N/A

年 計 75 126,127 118 58,012 86 139,600 65 21,510

2022(令和4)年　　　年

月

2019(令和1)年 2020(令和2)年 2021(令和3)年

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                           

倒産件数

4 件

前年同月比 ▲ 50.00%

2021年10月 8 件

前月比 ＋ 100.00%

2022年9月 2 件

※TSRの倒産集計は、1952年の集計開始以来、法的倒産と私的倒産を含む 

2022（令和4）年10月度 宿泊業の倒産

（負債額1,000万円以上の企業倒産）

＋ 5.52%

3億9,800万円

負債総額

4億2,000万円

▲ 95.08%

85億4,300万円

倒産件数、負債ともに3カ月連続で減少

10月の宿泊業倒産は、件数が4件（前年同月比50.0％減）で、3カ月連続で前年同月を下

回った。2022年1-10月の累計倒産件数は65件で、前年同期の78件を下回り、年間件数（1-

12月）はコロナ禍の2020年以降で最少になる可能性が高まっている。

負債総額は4億2,000万円（前年同月比95.0％減）で、3カ月連続で前年同月を下回った。

負債10億円以上の大型倒産がゼロ（前年同月1件）で、同1億円以上5億円未満も2件（同5

件）と大幅に減少したため。

原因別は、4件すべてが販売不振（同5件）だった。

形態別は、消滅型の破産が2件（同6件）、特別清算が1件（同2件）。再建型の民事再生

法は1件だった。地区別は、関東2件（同1件）、中部1件（同4件）、近畿1件（同1件）

だった。

新型コロナ関連倒産は3件（同5件）で、倒産全体の7割（構成比75.0％）を占めた。

倒産概況

問合先：経済研究室
電 話：03(6910)3157
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倒産事例

ニューサンピア（株）（TSR企業コード：270310860、群馬県高崎市）は、前橋地裁高崎

支部より特別清算開始決定を受けた。

1991年開業で、当初は「ウェルサンピア高崎」として厚生労働省所管の独立行政法人が

施設を所有し、一般財団法人厚生年金事業振興団が運営を行っていた。その後、民間への

施設売却の流れで2009年より当社が運営を引き継ぎ、施設名も「ニューサンピア」に変更

した。客室のほか、会議室、展望風呂なども備えた6階建てで、レジャープールやテニス

コートを併設するほか、隣接する多目的アリーナは、冬季はスケート施設として活用され

ていた。近年、年間売上高が４億円台で推移するなか、新型コロナの感染拡大を受けて

2021年3月期は4億円を割り込んだ。施設の老朽化も進むなか、2022年3月31日開催の株主

総会の決議により解散していた。負債総額は約2億円。

（株）富士屋ホテル（TSR企業コード:320081591、千葉県木更津市）は、千葉地裁木更

津支部より破産開始決定を受けた。

割烹旅館「富士屋」を経営。約1,200坪に及ぶ日本庭園が特徴の老舗割烹旅館として長

年にわたり観光客や地元中小企業の会合・宴会場として親しまれてきた。しかし、バブル

期の過剰投資が原因で経営危機に陥り、取引金融機関や中小企業再生支援協議会などによ

る支援を受け、経営再建に着手。リニューアルなどの再建効果で一時的に業況は改善をみ

たが、近年は集客難から業績は改めて悪化をたどり、2018年3月期で4,873万円の債務超過

に陥っていた。さらに、2019年の大型台風による臨時休業、2020年以降の新型コロナの感

染拡大が追い打ちとなり集客が激減。業績回復の見通しが立たず、2020年12月をもって事

業活動を停止した。負債総額は１億3,047万円。

宿泊業の倒産 同月（10月）推移

平均

（件） 前年比 （百万円） 前年比 負債額

2003年10月 3 ▲66.66% 1,465 ▲98.90% 488

2004年10月 11 266.66% 24,331 1560.81% 2,211

2005年10月 10 ▲9.09% 8,320 ▲65.80% 832

2006年10月 9 ▲10.00% 2,238 ▲73.10% 248

2007年10月 8 ▲11.11% 8,067 260.45% 1,008

2008年10月 13 62.50% 4,733 ▲41.32% 364

2009年10月 10 ▲23.07% 8,969 89.49% 896

2010年10月 7 ▲30.00% 1,758 ▲80.39% 251

2011年10月 2 ▲71.42% 719 ▲59.10% 359

2012年10月 12 500.00% 5,611 680.38% 467

2013年10月 9 ▲25.00% 2,445 ▲56.42% 271

2014年10月 9 0.00% 2,989 22.24% 332

2015年10月 4 ▲55.55% 4,034 34.96% 1,008

2016年10月 8 100.00% 2,954 ▲26.77% 369

2017年10月 5 ▲37.50% 3,102 5.01% 620

2018年10月 6 20.00% 1,420 ▲54.22% 236

2019年10月 8 33.33% 3,101 118.38% 387

2020年10月 13 62.50% 5,887 89.84% 452

2021年10月 8 ▲38.46% 8,543 45.11% 1,067

2022年10月 4 ▲50.00% 420 ▲95.08% 105

年月
件数 負債総額
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2022（令和4）年10月度宿泊業 負債額別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

10億円以上 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 7,500

5億円以上 0 0.00% -  0 0 0.00% -  0

1億円以上 2 50.00% ▲60.00% 5 330 78.57% ▲65.18% 948

5千万円以上 1 25.00% 0.00% 1 80 19.04% ▲5.88% 85

1千万円以上 1 25.00% 0.00% 1 10 2.38% 0.00% 10

合計 4 100% ▲50.00% 8 420 100% ▲95.08% 8,543

件数 負債総額（百万円）
負債額

2022（令和4）年10月度宿泊業 形態別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

 会社更生法 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 民事再生法 1 25.00% - 0 10 2.38% - 0

（再建型） ( 1 ) ( 25.00% ) - ( 0 ) ( 10 ) ( 2.38% ) - ( 0 )

 破産 2 50.00% ▲66.66% 6 210 50.00% ▲97.42% 8,143

 特別清算 1 25.00% ▲50.00% 2 200 47.61% ▲50.00% 400

（消滅型） ( 3 ) ( 75.00% ) (▲62.50% ) ( 8 ) ( 410 ) ( 97.61% ) (▲95.20% ) ( 8,543 )

法的倒産 4 100.00% ▲50.00% 8 420 100.00% ▲95.08% 8,543

 取引停止処分 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 内整理 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

私的倒産 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

合計 4 100% ▲50.00% 8 420 100% ▲95.08% 8,543

負債総額（百万円）件数
形態

2022（令和4）年10月度宿泊業 原因別倒産状況

当月 構成比 前年同月比 前年同月 当月 構成比 前年同月比 前年同月

 事業上の失敗 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 事業外の失敗 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 融手操作 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（小計） ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 ) ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 )

 運転資金の欠乏 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

 金利負担の増加 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

（小計） ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 ) ( 0 ) ( 0.00% ) - ( 0 )

他社倒産の余波 0 0.00% ▲100.00% 2 0 0.00% ▲100.00% 7,645

既往のシワ寄せ ①赤字累積 0 0.00% ▲100.00% 1 0 0.00% ▲100.00% 100

信用性低下 取引先の打切り 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

販売不振 ② 4 100.00% ▲20.00% 5 420 100.00% ▲47.36% 798

売掛金等回収難 ③ 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

在庫状態悪化 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

設備投資過大 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

その他 偶発的原因 0 0.00% - 0 0 0.00% - 0

4 100.00% ▲50.00% 8 420 100.00% ▲95.08% 8,543

4 100.00% ▲33.33% 6 420 100.00% ▲53.22% 898不況型倒産（①+②+③）

負債総額（百万円）

合計

主因 明細
件数

放漫経営

過小資本


